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h:i.別
製

H

H
H
当

司

肇

軍

㌧

京

都

西

山

山

地

の

地

質

(
間
版
簡
六
版
的
)

館 松 草

普 .進 郎

.L ~

緒

青

木
節
は
乙
訓
郷
認
中
の

小
冊
地
武
と
し
て
鵜
げ
た
も
の
で
あ
る
.
乙
訓
都
を
食
む
東
都
蛸
山
の
地
質
粥
恋
は
元
瀕
7J

た
俳
で
あ
り
､
非
の
野
外
作
米
に
は
}
村

の
指
埠
の
下
に
･
立
と
し
て
他
の
二
人
が
絶
妙
し
た
｡
松
下
の
制
恋
P
,了

.､

年
五
月
に
売
る
冊
に
行
は
･札.
'
非
の
粥
査
日
放
は
三
十
<
日
で
あ
っ
た
o
半
昭
和
二
年
田
月
か
,ヱ
ハ
月
に
草

ノ
'

兆
の
政
､
払
下
は
昭
利
六
年
以
水
数
日
の
肺
撃

と
試
み
､
従
例
の
調
査
を
補
っ
た
.
本
流
に
附
し
た
五
胡
]
_,.

完
成
し
て
E
･
た
も
の
で
あ
る
｡

､

従
水
､
仲
に
乙
訓
邦
の
地
班
に
就

い
て
紀
越
し
た
も
の
は
な
い
が
,
胴
体
あ
る
文
政
を
拳
げ
れ
ば
か

(
こ
山
下
仲
宙
'
二
十
純
分
ノ
1t
地
鑑
糾
｢
大
阪
｣
榊
帖

段
細
砂
御
､
別
清
二
十
四
叫
｡
同
地
ダ
準

.

(
ニ
)
山
下
似
雪

二
十
舵
分
ノ
完

封
脚
1
此
故
山
｣
尉
肺

明
鯖
二
十
六
年
O
同
地
盟
説
明
啓

明
紅

(
三
)
鈴
木
牧
､
:.Lg
都
田
虹
地
･S
f
_
(
二
拭
分
ノ
こ
､
捜
佃
務
省

明
袷
二
十
八
年
.
(
鰭
)

･Z
榔
相
川
山
地
の
他
部

-､ ヽ M yl -､
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能

動

は

本

邦

榊
.:t
柏

里

系
統

A
･j･表

示
し

て
描
-
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バ

ブ

本
邸

は

地

形

的

は

二

)

西

部

か
占

め
る

拍

漣

丹

出

川

地

ハ

丹
波
出
地
の
南

部
の
山
部
:

Th
n
二
)前
者
の
藤

久

は
そ
れ
は
近
-
壷
す
る

托

陵
p

(
二

)
東

平

部

の
平

地

聖

二
地
域
は
分
け
る
こ
と
が
栂
凍
る
｡
二

)
の
地
域
は

歌

父

iC
蕉

層

.幻

構
成
す
る
期
で
あ
か
､
(
二
)
は
洪
積
層

か

ら

成
-

～

(
三
･)は
沖
積
層

で

田
雄
で
屠
る
｡
此

等

の

う
ち
秩
父
宥
雄
健
は
〔
二
)
及
び
〔
三
)
の
地
下
泥
-
揖

れ



次
岩
を
件
S
､
慮
桃
状
石
衣
岩
を
爽
み
､
本
郡
内
で
は
大
謄
西
北
関
は
走
-
､
南
商
相
は
四
〇
-
七
〇
度
傾
斜
し
て

軍
科
構
造
(但
し
本
郡
の
南
方
外
に

7
向
斜
軸
が
あ
る
)
を
な
し
て
居
る
｡
小
感
出
の
北
側
に
は
西
北
酉
に
走
る
南
方

か
ら
の
衝
動
が
あ
る
た
め
'
小
感
川
の
南
北
に
於
で
地
層
の
束
複
が
見
ら
れ
る
｡
此
の
衝
動
塵
成
後
.
断
簡
運
動
が

行
は
れ
で
'
秩
父
古
生
暦
は
瓦
北
東
､
北
北
光
､
北
北
酉
の
方
向
の
多
数
の
断
層
に
ょ
っ
て
切
断
さ
れ
る
に
至
つ
ね
｡

此
等
の
断
厨
の
或
る
7P
の
は
後
視
の
曹
洪
積
層
を
79
切
っ
て
居
る
の
で
.
本
郡
内
の
薦
洪
積
層
堆
積
後
に
も
断
層
が

活
動
し
た
革
は
明
瞭
で
あ
る
｡
秩
父
古
庄
暦
の
中

寵
は
輝
線
岩
乃
至
哲

石
の
岩
脈
が
産
と
L
t
P
北
北
尭
及
び
北
北
酉

の
方
向
の
改
植
又
は
断
層
に
潜
っ
て
貫
入
し
て
居
る
rJ
と
が
あ
る
.
其
の
中
で
覇
者
な
の
は
大
枝
村
沓
掛
か
ら
北
北

西
に
走
-
､
老
ノ
坂
の
東
方
に
達
す
る
長
さ
二
粁
､
幅
敢
大
二
五

〇
光
の
輝
線
岩
の
岩
脈
で
あ
る
｡

本
郡
内
の
洪
積
層
は
新
嘗
は
二
分
さ
れ
る
.
償

い
方
は
前
視
の
丘
陵
む
作
る
も
の
で
あ
っ
て
｣
新
し
い
方
は
該
丘

陵
と
平
地
と
の
間
の
砥
牢
な
段
丘
を
在
す
も
の
で
あ
る
｡
啓
洪
積
暦
は
大
磯
に
於
で
水
準
は
近
-
､

'i
O
皮
以
下
の

傾
斜
を
な
し
て
居
る
が
､
断
層
に
接
す
る
所
で
は
鎗
直
に
近
-
急
斜
す
る
こ
と
が
あ
る
｡

沖
積
層
は
桂
川
の
流
れ
の
方
向
は
延
び
た
平
地
を
形
成
し
て
山
城
盆
地
の
西
練
を
な
し
て
ゐ
る
｡

二

､

秩

父

古

生

暦

本
請
に
附
し
た
本
那
地
異
園
の
置
域
内
は
於
て
は
秩
父
古
生
暦
は

六
千
五
官
米

乃
至

六
千
入
官
米
の
暦
厚
む
有

し
､
岩
男
に
よ
っ

て
a乃
至

e
の
五
暦
に
分
け
ら
れ
る
｡
其
の
玉
樹
の
う
ち
､
本
郡
内
は
現
れ
る
の
は
b
t

c
.
d

の
三
層
で
あ
る
｡

京
都
相
川
川
地
の
地
拭

三

三

三



地

球

節
二
十
山ハ
巷

餅
五
紙

三四

日
本
内
地
の
他
地
方
の
大
部
分
の
場
合
の
横
に
､
本
地
質
間
置
域
内
の
親
父
有
産
厨
の
化
石
は
石
衣
岩
中
に
の
み

見
川
rJれ
る
｡
面
も
本
地
城
に
於
で
は
上
越
の
通
わ
.
石
衣
岩
は
薄
-
描
桃
状
を
な
し
て
春
す
る
に
過
ぎ
を
-
'
化

石
は
豊
富
で
な

い
が
､
大
正
十
三
年

一
月
著
者
の

1I
人
放
下
の
調
査
は
際
し
て
始
め
て
聴
児
苫
れ
.
其
の
後
､
調
査

の
進
行
は
仲
以
､
所
々
は
於
JJ
見
出

n
れ
る
ほ
至
つ
ね
｡
此
等
の
化
石
の
示
す
時
代
は
上
部
石
炭
紀
か
ら
二
盛
配
は

瓦
っ
て
屠
る
｡

荷
ほ
後
記
の
嵐
山
衝
動
の
北
北
東
側
に
あ
っ

て'
主
と
し
て
粘
板
岩
か
ら
成
り
FP
チ
ャ
ー
ト
を
件
ひ
､
柿
に
砂
岩

を
爽
む

一
群
の
地
層
は
恐
ら
-

a
層
よ
み
下
に
楳
す
る
7g
の
と
胤
は
れ
る
｡

以
下
に

a
i

e
暦
の
各
は
就

5'
一TJ
下
か
ら
上
の
順
に
記
述
す
る
｡

乱
暦

本
暦
は
厚
rb
八
百
来
以
上
に
及
ぶ
慣

い
砂
岩
暦
で
あ
っ
て
､
本
郡
の
北
罪
に
接
し
て
.
其
の
外
側
成
酉
北

西
の
方
向
は
走
っ

て居
る
腐
植
越
と
呼
ば
れ
る
山
列
を
構
成
す
る
｡
走
向
西
北
酉
で
'
傾
斜
は
歯
髄
酉
は
四
五
-
七

〇
度
で
あ
る
｡
.大
枚
村
中
山
の
北
方

一
･
四
粁
(直
線
距
離
､
以
下
之
に
準
ず
)な
る
高
n
一
八
三

二
二
米
の
山
の
附

近
で
は
小
規
模
を
激
し
い
碍
曲
が
見
ら
れ
る
｡
本
暦
は
殆
ど
粂
-
砂
岩
か
ら
威
力
'
稀
に
薄

い
粘
板
岩
を
英
人
で
居

る
｡
砂
岩
は
多
-
硬
砂
岩
と
栴
す
べ

き
も
の
で
あ
っ
て
､
色
は
次
､
黒
衣
又
は
次
白
で
あ
み
､
細
粒
で
あ
る
｡
層
群

は
明
瞭
で
あ
る
｡
此
の
紗
岩
は
新
鮮
を
時
は
甚
だ
堅
硬
で
あ
る
が
､
甚
だ
風
化
し
易
-
､
黄
次
色
も
黄
褐
色
は
夢
色

し
､
著
し
-
脆
-
な
み
､
禿
山
を
覆
す
こ
と
が
多

い
｡

b
暦

前
述
の
通
-
小
感
山
の
北
側
に
酉
北
酉
に
走
る
衝
動
(
小
感
山
衝
動
と
呼
ぶ
)が
あ
-
.
其
の
影
響
を
受
け

で
p
b
厨
は
老
ノ
坂
方
面
と
小
感
山
方
面
と
は
分
れ
て
現
出
す
る
｡
小
感
山
方
宙
に
於
で
は
本
暦
は
厚
-
､
千
五
宵



米
乃
至
千
六
宵
米
以
上
は
連
す
る
が
､
老
ノ
坂
方
南
の
も
の
の
犀
ruは
千
兼
を
出
な

い
｡
岩
石
も
両
方
面
で
多
少
の

差
異
が
あ
る
｡

小
磯
両
方
面
に
於
で
は
チ
サ
ー
ト
と
輝
線
凝
次
岩
が
よ
-
静
連
す
る
O
走
向
大
健
酉
北
西
乃
至
東
西
で
､
傾
斜
南

へ
五
〇
I
七
〇
度
で
あ
る
｡
濃
下
部
光
る
bl
厨
は
入
官
米
恕
超
え
る
チ
ャ
ー
ト
の
厚
暦
で
あ
る
｡
チ
ャ
ー
ト
は
白
色

叉
は
昔
膏
白
色
で
あ
っ
て
'
暦
排
は
嬰
々
不
明
瞭
で
あ
る
｡
本
暦
は
大
原
野
村
外
ノ
畑
北
方
及
び
南
桑
関
都
樫
悶
相

中
ノ
畑
北
方
の
山
列
を
構
成
し
､
更
に
小
蟻
川
の
北
側
の
山
に
露
れ
､
大
原
野
村
勝
持
寺
(我

ノ
寺
)
は
珪
し
て
居
る
｡

勝
特
等
は
近
づ
-
と
共
に
薄
-
な
る
の
は
小
感
出
荷
動
の
布
衣
に
由
る
･の
で
あ
る
｡

衣
の
板
野
は
軍

一十
米
乃
至

二
軍

一十
米
の
砂
岩
暦
(
間
に
鮎
粧
岩
層
を
爽
む
こ
と
が
あ
る
)
で
あ
っ
て
､
南
桑
刑

郡
樫
汁~
村
中
ノ
畑
か
ら
大
視
野
村
外
ノ
畑
の
南
を
過
少
､
大
原
野
村
勝
措
寺
に
及
ん
で
居

るO
,

其
の
上
に
凍
る
,i棚
層
は
八
十
米
乃
至
閤
甘
五
十
米
の
輝
線
数
次
岩
層

(
西
方
な
る
南
桑
托t郡

蛭
田
村
方
面
で
は
チ

ャ
ー
ト
僻
む
爽

ひ
)で
あ
っ
て
､
中
ノ
畑
の
南
方
及
び
外
ノ
畑
の
南
方
htLJ通
わ
､
小
感
山
の
北
腹
を
距
で
勝
持
寄
の
南

方
に
車
る
O
小池
に
輝
撒
産
衣
岩
と
柄
す
る
も
の
～
中
に
は
寂
状
の
も
の
､塊
状
の
も
の
､基
魂
岩
弧
の
も
の
が
含
ま
れ

る
｡
即
ち
凝
衣
岩
の
外
に
基
塊
岩
や
熔
岩
も
春
す
る
｡色
は
赤
紫
色
p赤
色
'灘
色
で
あ
る
｡
鹿
の
静
の
上
鼎
及
び
此
軽

的
下
部
に
は
薄

い
(
十
米
を
出
な

い
と
は
は
れ
る
)掃
桃
状
石
灰
岩
が
来
春
す
る
革
が
あ
る
｡
小
磯
川
東
腺
(
大
原
野
付

勝
特
等
柑
橘
軸
六
甘
米
の
谷
田
)
に
は
玩
暦
の
上
靴
に
常
る
白
色
鮪
晶
質
石
衣
岩
が
あ
ヵ
､
小
塊
出
の
艦
腹
Lt
も
同
じ

層
準
の
挽
赤
紫
色
.珪
質
の
石
衣
碧
(源
習
合
の
柄
の
化
石
を
含

む
)が
あ
る
｡
何
れ
も
石
衣
製
造
の
允
め
殆
ど
焼

き
嘉

ruれ
て
屠
る
｡
本
郡
の
酉
境
は
接
し
た
商
桑
田
郡
樫
円
相
中
ノ
畑
.の
兼
空

ハ
育
米
の
山
中
(
重

工
車

.i
米
山
の
甫
晩
)

放
都
田
山
川
地
の
地

既

望

罪

証
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圏
の
チ
ャ
ー
ト
の
舶
か
い
摺
曲
が
よ
-
露
れ
て
居
る
｡

一

老
ノ
坂
方
面
の
b
圏
は
小
頗
両
方
面
の
も
の
と
違
っ
て
､
爽
准
す
る
輝
綾
産
衣
岩
が
甚
貯
少
な

い
｡
叉
チ
ャ
ー
ト

･

の
代
わ
に
チ
ャ
ー
ト
の
薄
暦
を
件
ふ
貼
戚
岩
瀞
が
厚
く
凝
達
し

で居
る
.

走
向
酉
北
西
p
傾
斜
は
六

〇
-
八
〇
度
で

商
の
こ
と
が
多

い
｡
敢
下
部
暦
(
小
鴎
両
方
面
の
bl
厨
)
は
可
米
乃
至
五
官
米
の
チ
ャ
ー
ト

(
白
色
叉
は
夜
色

寸
時
は

風
化
の
た
め
は
淡
紅
色
は
極
る
)
暦
で
あ
っ
て
.
宙
桑
田
郡
篠
相
の
東
方
山
腹
か
ら
老
ノ
坂
の
北
方
を
登

tJt
大
技

柑
塚
原
の
北
方
に
及
ん
で
屠
る
｡

娠
潜
は
静
る
地
膚
は
有
水
乃
至
三
宮
米
の
厚
さ
を
有
し
､
小
肺
㍉
=

:i

違
っ
て
､
上
部
に
粘
板
岩
が
著
し
-
礎
嬉
し
､
又
中
部
に
チ
ャ
ー
ト
又
は
チ
ャ
ー
ト
の
薄
層
i
l津

小:告.

る
｡
厚
rb
は
二
十
米
を
超
え
ず
'
面
も
帰
跳
状
を
夜
す
も
の
ら
し
い
｡
,Q<
暦
は
替
る
べ

p
J暦
竹
上
-

叫-
-

ト
の
薄
層
を
件
ふ
黒
色
粘
板
岩
又
は
珪
質
粘
板
岩
か
ら
成
･Q
.
間
々
チ
ャ
ー
ト
P
粘
板
岩
､
紳
紫
'･'･,,･･養

野

㌢
る
rj

木

履
は
篠
村
の
東
方
か
ら
老
ノ
坂
を
総
て
大
枝
村
各
掛
に
亙
っ
て
布
す
る
｡
本
暦
は
南
南
西
に
⊥bf

･
-
九

=
接
傾
斜
す

る
が
.
稀
に
北
北
兼
に
八
〇
度
傾
斜
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
南
桑
同
郡
篠
村
三
軒
家
の
東
方
四
百
華

り
地
鮎
紀
は
北
京

に
樽
倒
背
斜
を
な
せ
る
珪
贋
庇
岩
が
露
出
す
る
｡
棒
材
王
子
の
北
東
方
七
百
米
の
朗
に
は
れ
暦
の
下
部
に
薄
い

ハ
斗

米
位
か
)応
桃
状
石
衣
岩
(
白
色
､
衣
色
､
褐
色
で
ー
結
晶
質
の
rJ
と
が
多

い
)が
来
社
す
る
が
､
既
に
明
治
三
十
年
頃



ま
で
は
石
衣
製
造
用
と
し
て
焼

き
韻

n
れ
て
終
っ
た
｡
此
の
石
衣
岩
に
は
紡
錘
歳
の
化
石
が
含
ま
れ

の
磯
風
は
東
都
西
山
は
放
け
る
紡
錘
盛
の
敢
初
の
散
見
で
あ
っ
た
(大
iE
十
四
年

11
月
)

｡

C
暦

本
暦
は
殆
ど
金
-
砂
岩
と
粘
板
岩
(
叉
は
貢
岩
)
か
ら
成
上

稀
は
チ
ャ
1
-
を
爽
む
厚
暦
で
あ
っ
て
､
小
鰻

山
椅
動
の
影
響
を
蒙
っ
て
南
北
に
分
れ
て
現
れ
る
｡
北
方
の
も
の
は
老
ノ
坂
と
小
感
巾
と
の
間
に
幅
鹿
-
出
て
'
酉

徴
北
乃
至
酉
北
酉
に
走
タ
､
南
方
の
も
の
は
小
路
山
の
ボ
ン
ボ
ン
出
と
の
間
の
山
地
を
構
成
し
.
閣
倣
北
は
走
み
､

南
'
北
両
方
面
共
に
商
に
四
〇
-
七
〇
度
傾
斜
す
る
が
'
時
は
北
へ
傾
-
こ
と
が
あ
る
｡
北
方
の

C腎
㍗

ム輔
は
車

相
可
五
十
米
乃
至
千
六
宵
米
に
連
す
る
｡
本
暦
の
大
部
分
を
成
す
砂
岩
及
び
粘
舷
岩
は
二
-
正
米
の
方
針
を
覆
す
pJ

と
も
あ
れ
ば
､
粘
叔
岩
が
秒
岩
の
小
応
跳
状
塊
(
惇
三

二
糎
-

1
米
)
を
仲
子

J
と
も
あ
わ
､
砂
岩
中
に
粘
叔
岩
の
小

片
が
含
ま
れ
る
乙
と
も
あ
る
｡
砂
岩
は
次
色
.
黒
衣
色
を
量
し
､
新
鮮
を
も
の
は
祝
い
が
､
山
頂
'
山
腹
に
於
で
は

甚
し
-
風
化
し
て
禿
山
を
作
る
こ
と
が
屡
々
あ
る
.
粘
萩
岩
は
韻
色
で
あ
る
｡
小
旗
山
方
面
か
ら
粛
桑
田
郡
格
付
王

子
へ
流
れ
る
鵜
ノ
州
の
谷
は
於
で
は
e
瀞
の
露
出
甚
だ
良
好
で
あ
る
｡

小
焼
山
南
方
の

e
暦
は
千
首
米
乃
至
千
三
百
五
十
米
の
厨
厚
を
有
す
る
｡
此
虞
で
は
砂
岩
と
貼
叔
岩
と
は
屡
々
瓦

暦
す
る
｡
大
原
野
村
小
鰭
東
方
教
官
米
の
路
傍
の
切
取
む
に
は
砂
岩
の
小
屈
桃
状
塊
を
含
ひ
粘
板
岩
が
露
出
す
る
｡

大
原
野
村
坂
本
の
西
の
逢
坂
及
び
大
原
野
村
小
感
､
乙
訓
村
光
明
寺
間
の
丘
陵
に
於
で
は
e

暦
の
下
部
に
チ
ャ
ー
ト

を
裡
ふ
鮎
叔
碧
暦
が
磯
蓮
す
る
｡
叉
逢
坂
の
北
側
､
金
戴
寺
の
属
に
途
中
ま
で
机
凍
ね
新
道
Fu>
於
で
は
厚
ru約
二
宵

光
の
邦
練
旋
次
岩
暦
が
北
北
酉
方
向
の
平
行
断
簡
に
爽
ま
れ
で
現
れ
'
且
つ
其
の
敢
上
部
は
厚
さ
数
十
糎
の
小
眉
桃

京
都
田
山
山
地
の
地
封

三

七

七



地

球

節
二
十
六
各

節
末

次

状
石
衣
岩

(淡
炎
色
､
淡
紅
紫
色
)
を
数
枚
衆
人
で
居
る
｡
此
の
前
栽

㍊

り
率
告

堅

拾

闘

関

空

再

と

㌧

∴

長

打

㌔
句

紡
錘
慮
化
石
に
比
較
的
富
み
,
其
の
他
蔀
鹿
瓶
化
石
を
も
包
蔵
す
る
C

∫言

草
甘

崇

-

整

㌣

㌫

堅

嵩

=帯

;
,
-毒

ば
れ
る
谷
に
は
､
(杉
谷
の
佃
北
川

∵

三
粁
の
朋
)

C

厨
の
上
部
に
∵
㌦
耕
.

∵

∴

J.･
I

.

州.:
｡]
;

･･･-

∴

l
T
･.

..

..

.I
:.

いづ
-
紘

叉
商
桑
肘
郡
樫
EE
村
出
次
の
北
方
大
官
米
の
朗
に
も

e
暦
の
上
部
は
舘
J･)

で

敗

t
y

㍗

･㍍

告

霊

h
=吊
1-㌔
∴

メ
.a

d
唐

本
静
は
砂
岩
､
粘
叔
岩
'
チ
ャ
ー
ト
か
ら
成
る
厚
n
千
四
宵
光
内
外
耶
墨
隼

),J

J
I

∵

..～.

--
王

位
局

跳
状
石
衣
岩
と
爽
ん
だ
輝
線
苑
次
岩
層
が
あ
る
｡
d
暦
の
現
出
園
域
は
湛
紅
戯
-
p
乙
訓
郡
の
県
南
地
域
た
る
ボ
ン

ボ
ン
山
p
碍
迦
ケ
獄

一
雅
の
山
地
か
ら
'南
西
方
在
る
大
阪
府
三
島
郡
満
水
､磐
手
両
村
の
北
部
に
互
み
､
二
L

三
･五

肝
の
幅
を
以
て
兼
南
東
に
延
び
､
天
王
山
の
山
塊
に
及
ん
で
居
る
｡
男
打
丘
陵
を
成
す
地
暦
も
準
b
-
d
暦
と
考

へ

ら
れ
る
｡
木
簡
は
ボ
ン
ボ
ン
山
'
秤
迦
ケ
赫
方
面
は
於
で
は
簡
倣
北
乃
至
西
北
西
の
走
向
を
有
L
p
商
は
三
五
1
七

〇
度
傾
斜
す
る
が
､
大
原
野
村
普
崎
守
と
大
阪
府
三
島
郡
島
本
村
大
樺
と
を
結
ぶ
北
北
東
1

;#
閥
西
の
線
附
近
か
ら

兼
方
に
於
七

は
走
向
東
南
東
と
な
み
'

一
部
､
梅
印
章
村
奥
梅
印
章
の
西
方
に
於
で
は
北
西
乃
至
北
牝
酉
と
在
る
｡

傾
斜
は
固
酉
に
三
〇
～
八

〇
度
で
あ
る
が
､
天
王
山
々
塊
の
摘
草
で
は
時
は
北
東
に
傾
斜
す
る
rJ
と
が
あ
る
｡
男
山

丘
陵
で
は
全
然
北
に
傾
斜
す
る
0
之
は
後
述
す
る
大

き
な
向
斜
の
南
翼
に
属
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡

い
づ
-
紘

d
暦
の
敢
下
部
三
〇
-
.l五
〇
米
の
輝
練
凝
友
岩
層
(掃
桃
状
石
衣
岩
を
爽
む
)
で
あ
少
'
西
方
な
る

出

次

方
南
か

ら
大
原
野
村
杉
谷
菩
峰
寺
の
北
方
を
経
て
'
梅
印
章
村
奥
海
印
章
北
方
は
連
す
る
｡
輝
練
凝
友
岩
は
b
暦
の
も
の
と

同
じ
-
火
山
碑
層
岩
と
熔
岩
と
む
包
含
す
る
｡
色
は
練
の
こ
と
が
多
ぐ
､
赤
紫
の
之
と
も
あ
る
｡
石
衣
岩
は
厚
さ
数

十
米
又
は
を
束1
以
下
の
扇
跳
状
塊
で
あ
っ
て
､
数
箇

所
は現
出
す
る
｡
白
色
'
灰
白
色
､
細
粒
粘
晶
質
の
rJ
と
が
多



い
｡
称
は
鰯
状
の
fJ
と
が
あ
る
(
乙
訓
村
長
怯
奇
問
六
官
光
)｡

閣
出
山
地
に
放
て
は
本
暦
の
石
衣
岩
は
他
樹
の
79
の

よ
1,,顕
著
で
あ
っ
て
'
各
所
に
於
で
京
-
か
ら
石
衣
製
造
は
供
せ
ら
れ
た
｡
出
次
､
次
谷
､
炭
労
等
の
地
名
は
此
等

の
石
灰
岩
の
存
在
に
由
凍
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

又
此
等
の
石
衣
岩
に
は
昏
々
化
石
が
包
減
ruれ
る
｡
主
夜
化
石
産
地
に
就

い
て
記
述
す
る
｡

(
〟
)
み
ず
乙
谷

(
乙
訓
村
光
明
寺
の
酉

二

四
粁
)
で
は
石
衣
燦
の
た
め
に
採
掘
し
光
跡
を
見
る
に
有
害

石
は
輝
練

凝
磐

石
中
に
厚
三

嘉

を
超
え
覆

い
屈
桃
状
塊
を
覆
し
て
居
て
'
赤
鼻
赦
､
有
孔
虫
'
腕
足
瓶
の
化
石
咋
富
ん
で
居

る
.
西
山
山
地
中
に
於
で
最
初
に
磯
風
し
カ
化
石
は
賓
に
此
の
地
の
も
の
で
あ
っ
允
｡

(
二
)大
原
野
村
三
幼
帝
の
北
酉
三
官
米
の
朗
は
厚
さ
七
十
兼
の
'
制
令
に
大
き
な
屈
桃
状
の
白
色
'
撤
密
の
石
衣

お
ほ
な
る
の

岩
が
春
す
る
.
其
の
薄
片
を
見
る
ほ
腕
足
強
の
断
面
が
見
え
る
｡
此
の
地
の
園
西
方

に
大
成
瀧
と
栴
す
る
湖
が
あ
古

那
.
石
灰
岩
に
懸
か
る
も
の
で
あ
る
｡

(
≡
)杉
谷
部
落
の
北
北
酉
田
宮
五
十
米
の
朗
に
あ
る
石
磐

石
は
衣
白
色
で
あ
っ
tj.
数
十
光
の
厚
さ
を
有
す
る
｡

化
石
は
腕
足
頻
が
多

5,が
'
蘇
亜
敗
も
あ
わ
.
二
枚
介
も
あ
る
頻
で
あ
る
｡
化
石
は
珪
贋
の
部
に
春
す
る
｡

いづ
-
は
お
ご
ん
でう

(
E
I)出
次
鬼
健
の

東
方
七
首
五
十
米
の
所
(
を
が
尾
と
柄
す
る
谷
の
中
)
は
白
色
の
稚
結
晶
贋
の
石
悉

石
が
あ
っ
て

珊
瑚
の
敵
石
を
包
搬
す
る
｡

d
厨
の
砂
岩
は
衣
色
､
粘
哲

石
は
深
色
又
は
夜
色
で
あ
る
｡
乙
訓
郡
敢
高
の
山
売
る
ポ
/
ボ
ン
山
は
砂
岩
よ
み
成

Ip

P
第
三
位
に
高

い
秤
迦
ケ
按
は
チ
ャ
ー
ト
よ
ら
成
Q
/.
其
の
附
近
の
チ
ャ
ー
ト
は
白
色
､
鼠
色
､
淡
淡
色
で
あ
る
｡

d
圏
の
下
部
に
は
特
典
を
地
静
が
あ
る
そ
れ
は
主
と
し
て
(
〟
)
チ
ヤ
丁
-
と
粘
磐

石
と
の
瓦
腰
､
(
二
)
チ
ャ
ー
ト
の

東
都
西
山
山
地
の
他
部

.

空
九

九



地

球

節
二
十
六
魯

解
五
紙

萱

0

JP

帰
跳
状
魂
を
有
す
る
鼎
叔
岩
､
(
≡
)
珪
質
坂
岩
よ
み
成
る
も
の
で
あ
っ
て
､
ボ
ン
ボ
ン
山
の
北

西
腹
で
は
薄
-
て
数

十
米
は
過
ぎ
を

い
が
.
兼
南
東
に
向
ふ
と
共
は
厚
rb
を
増
し
海
印
章
村
塊
梅
印
章
柳
谷
観
奇
観
に
放
て
最
大
の
厚
さ

(
八
百
氷
)
に
連
す
る
｡
善
唯
事
と
杉
谷
と
の
間
の
新
道
で
は
此
の
暦
は
属
す
る
チ
ャ
ー
ト
Ifu

件
ふ
粘
板
岩
の
小
関
曲

が
見
ら
れ
る
｡

e
暦

之
は
粘
板
岩
を
件
ふ
砂
岩
よ
み
成
少
'

下
部
は
輝
線
産
衣
岩
の
薄
層
を
爽
ひ
｡
骨
原
九
百
米
乃
至
千
八
百

米
以
上
あ
る
｡
木
犀
7P
d
厨
に
同
じ
-
鹿

い
両
種
を
占
め
て
現
れ
る
が
､
乙
訓
郡
内
に
は
金
-
を
-
､
其
の
露
用
地

域
は
大
阪
府
三
島
郡
島
本
村
p
磐
手
相
､情
水
村
に
属
す
る
｡
島
本
村
横
井
を
迫
る
西
北
西
方
向
の
向
斜
軸
が
あ
タ
､

そ
れ
よ
ら
北
で
は
木
履
は
西
北
西
に
速
力
'
南
に
四
〇
～
七
〇
度
傾
-

(
天
王
山
山
塊
の
南
部
で
は
北

へ
傾
斜
す
る

こ
と
が
あ
る
)
が
p
向
斜
軸
の
南
で
は
走
向
同
じ
-
閣
北
西
で
'
傾
斜
は
北

へ
三
C
.-
七
〇
度
で
あ
る
｡

木
履
の
敢
下
部
二
百
米
乃
至
三
宵
米
の
間
に
厚
さ
十
米
位
の
線
色
輝
推
産
衣
岩
層
が
数
枚
爽
在
す
る
.
之
等
は
細

長

い
屈
桃
状
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
p
磐
手
相
川
久
保
北
方
及
び
島
本
柑
尺
代
附
淀
に
ょ
く
聴
達
す
る
｡
清
東
沖
規

部
落
の
北
方
で
は
本
暦
の
砂
岩
及
び
粘
粧
岩
は
多
少
接
嫡
慶
賀
を
栄
つ
允
形
跡
が
あ
る
｡
之
は
原
の
西
打
か
ら
凋
西

方
に
亙
っ
て
布
す
る
花
岡
斑
岩
に
闘
係
が
あ
る
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡

化
石
と
地
質
時
代

以
上
述
べ
た
機
に
化
石
は
昂
桃
状
石
衣
岩
中
に
包
蔵

ruれ
る
も
の
で
あ
っ
て
p
某
の
.･排

す

る

静
準
は
梅
暦
p
h
暦
の
下
部
.
rc
暦
の
下
部
t
d
暦
の
政
下
部
で
あ
る
｡

次
に
共
等
の
各
に
就

い
て
化
石
賞

美
等

｡

,

(
〟
)翫
厨
･･････商
桑
田
郡
樫
田
村
申
ノ
畑
の
東
'
テ

ン
山
の
南
腹
'

有
孔
亜
紡
健
歳
科



T
ricites
cf
_
訟
トb
o

bsoteta

(Oz
a
w

a
)

T
.
subobsotet
a
は
長
門
秋
菅

は

鷹
す
る

もの

で
､
時
代
は
小
棒
博
士
の
un
.
即
ち
上
部
有
数
配
で
あ
る
｡

(二
)玩圏
の
下
部
-
･･由

桑
田
郡
種
村
王
子
の
来
､

有
孔
歳
紡
錘
戯
科

palaeofusulina
cf.
I,ulgar
i
s

(S
ch
el
lwe

i
n

)

p
.
m
Llgar
is
も
秋
古
の
u
o3に
出
る
｡

(≡)
e

暦
の
下
準

-
-
大
原
野
村
金
城
等
闇
､

此
虞
に
は
既
述
の
迫
力
'
紡
錘
亜
科
有
孔
鹿
が
比
較
的
讐

陶
に
産
す
る
｡

p
a
la
eof
u
su
lin
a
p

risca
(E
h
ren
b
erg
)

p
.cf.
pr
is
ca
v
a
r
.
p

a

r
v
u

la
(S
ch
e
llw
ien
)

P
.
in
cisa
(S
ch
ettwi

en)

P
.?
v
ulga
r
is
(S
ch
ettw
i
e
n
)

T
r
ici
tes

cf.su
bob80
1eia
(O
z
a
w
a
)

F
u
su
t
i
lt
e
l

la
s
p
p
.

C3 Cつ ぐつ O (つClu u LL3 tA) ○J u

其
の
他
の
有
孔
鹿
に
は

T
efr
a
fa
al.S
SP･
が
あ
わ
､
蘇
鹿
瀬
の
化
石
に
は

Fistulipora?
k
otoi
O
z
a
w
a

F.

?

n
a
g
a

f

o
e
riS

i
s

O
zaw
a

瀬
棚
相
川
山
地
の
地
成
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也

妨
二
十
六
各

節
五
肋

萱

二

一

が
見
ら
れ
る
｡

斯
様
は
し
て
緑
樹
､
h
暦
及
び

C
暦
の
下
部
は
産
す
る
化
石
は
何
れ
も
上
部
看
毅
紀
(
ハ㌍

塑

t等
･
の
で
あ
る
｡

(
四

)d
層
敢
下
部

の
化
石
は
班
蓮
の
通

力
約
四
個
所
か
ら
知
ら
れ
て
居

る
が
.
未
だ
-

ノー
楕

二
･

JJ

居
な
い
｡
.
前
記

の
三
層
準
が
何
れ
も
鮎
亜
歳
化
石
を
含
む
の
は
反
し
て
此
の
暦
準
が
紡
錘
歳
を
敏
-

乙
と
正

常
J

い
特
徴
で
あ
る
｡

み
ず
こ
谷
産
の
化
石
は

新

曲

頻

F
istu
lip
or
a
sp
.､
B
a
t
osto
w
Lella,
sp
.,
F
en
estella
sp
.

有

孔

歳

T
etr
a
t

axiss
p
.､

B
ig
er

inas
p
.

及
び
腕
足
類
で
あ
る
O.

杉
谷
の
北
西
四
百
五
十
兼
の
所
の
化
石
は
腕
足
赦
‥

蘇
歳
頻

の
外
､
二
枚
介
も
あ
る
が
何
れ
も
鷹
種
名

は
未
決
定

で
あ
る
｡

出
衣
鬼
楳
東
方
七
百
五
十
兼
の
｢
そ
が
尾
｣
谷
の
石
衣
岩
よ
ム
磯
児
さ
れ
た
珊
瑚
の
化
石
は

L

o
n

s
d

a

t
e
i
a

.
sp
.
で

あ
る
が
､
本
邦
他
地
方
塵
の
何
れ
の

L
o

nsdaleia
と
も
興
る
藤
で
'
恐
ら
-
新
穂
と
瓜
は
れ
る
｡

斯
-
て
d
瀞

の
化
石
は
調
査
不
充
分
で
あ
わ
･.
従

っ
て
地
質
時
代
を
推
定
す

る
資
料
と
し
て
今
の
朗
､
佐
用
出
塞

な

い
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡
然
し
此
の
含
化
石
暦
を
閲
に
追
跡
し
て
行
-
と
Ⅲ
衣
か
ら
約

一
〇
肝
で
南
桑
旧
邸
因
別
院

I,=
L
･.･=:I

和
犬
甘
野
に
速
す
る
｡

こ
こ
の
紡
俳
鹿
石
衣
山万
は
散
ら
-
-
厨
敢
下
部
に
鷹
す
る
か
､
叉
は
そ
れ
に
光

い
も
の
と
考



潤偶風潮絹渦潮渦淵淵

へ
ら
れ
る
0
比
の
石
坂
砦
の
鈷
傭
鵡
化
石
は
豊
笛
で
あ
る
が
ー
未
だ
よ
-
調
べ
y
居
夜
い
o
然
し
其
の
･叩
け

p
a
la
eofus
u
tin
a
cf.
edo
en
sis

(CZ
aW
a)

が
あ
る
｡
P
.

edoemsis
は
長
門
歌
箸
で
は
二
盛
配
を

不
す
も
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
乙
訓
郡
地
質
聞
置
域
内
の
d
層
の

最
下
部
の
含
化
石
暦
の
時
代
も
二
盛
配
と
し
.tJ差
支
な

い
と
恩
は
れ
る
｡

以
上
､
地
質
時
代
は
踊
し
て
述
べ
光
春
を
表
示
す
れ

ば
上
の
通
わ
で
あ
る
｡

(
･X

は
含
化
石
暦
準
を

耶
す
)

三
､
洪
積
層
及
び
沖
積
層

第
四
紀
層
に
は
洪
積
層
と
沖
積
層
と
が
あ
る
｡
後
者
は
平
野
を
作
る
も
の
で
あ
っ
て

本
郡
の
う
ち
'
久
世
村
'

久
我
相
､
羽
東
師
相
､
新
潮
足
付
は
全
-
沖
積
層
の
上
に
存
在
す
る
相
で
あ
る
｡
此
の
沖
積
層
は
桂
川
'
小
畑
川
'

基
等
の
支
流
に
よ
っ
y
生
じ
允
河
成
層

(
一
部
は
山
城
盆
地
に
威
春
し
允
沼
地
の
地
層
)
で
あ
る
｡
沖
積
層
は
斯
か

る
廉

い
平
地
の
外
.
山
間
の
谷
に
も
洪
滴
地
を
な
し
て
春
し
､
骨
に
田
畑
は
利
用

さ
れ
る
｡

洪
積
層
は
西
山
山
地
の
麓
の
丘
陵
及
び
向
日
町
の
丘
陵
を
構
成
す
る
｡
地
質
間
で
磯
､
砂
'
粘
土
と
し
な
の
が
新

洪
積
層
で
､
粘
土
と
機
と
は
分
け
て
記
し
光
の
が
薦
洪
積
層
で
あ
る
｡

菖
洪
積
層
は
磯
'
粘
土
､
砂
か
ら
成
る
地
層
で
､
厚
ruは
九
十
五
米
以
上
と
考

へ
ら
れ
る
｡
後
述
の
迫

-
､
本
層

は
断
簡
線
に
沿
っ
て
急
傾
斜
を
を
す
以
外
に
は
其
の
傾
斜
は
常
は

一
〇
度
以
下
で
､
水
平
は
近
二

枚
っ

て其
の
層

流
都

関
山
山
地
の
地
質

望

豆

三



地

球

節

二
十
六
番

鮮
五
紙

至四

一
四

序
は
打
撲
､
切
通
し
の
様
を
鉛
直
に
近
い
断
面
は
よ
っ

て見
る
こ
と
が
出
氷
る
の
で
あ
る
が
､
斯
か
る
断
簡
は
飲
み

多
-
夜
-
p
叉
長
-
連
薦

す
る
rJ
と
少
を
-
'
其
の
上

.屠
序
が
水
平
的
鼻
化
は
富
ん
で
居
る
の
で
.
頗
範
囲
は
亙

っ

て静
序
を
稚
苗
す
る
乙
と
は
国
難
で
あ
る
.
然
し
諸
所
の
断
片
的
断
面
を
綜
各
し
て
見
る
ほ
､
上
.
下
の
二
部
は

分
け
ら
れ
る
(
此
の
頃
界
を
地
質
園
は
表
す
rJ
と
は
米
だ
出
水
を

い
)
｡

上
部
(向
日
町
磯
暦
と
呼
ぶ
)
は
八
十
米
以
上

の
原
ru
を
有
L
p
主
と
し
て
磯
静
か
ら
威
力
､
屡
々
砂
暦
を
爽
み
､
時
は
粘
土
の
薄
層
む
も
爽
有
す
る
O
下
部

(
乙

訓
層
と
名
づ
け
る
)
は
少
-
と
も
十
五
兼
の
厚
rb
を
有
し
.
其
の
下
車

(
石
見
上
里
粘
土
層
と
呼
ぶ
)
は
膏
旗
色
粘

か
た
*.I

土
で
､
上
牢
(
樫

原

砂
磯
暦
と
名
づ
け
る
)
は
主
と
し
て
砂
よ
-
威
力
､
磯
暦
や
粘
土
層
を
爽
ひ
こ
と
が
あ
る
｡
石
見

上
里
粘
土
層
中
に
は
介
化
石
及
び
植
物
化
石
お
産
す
る
伊

右
の
向
日
町
磯
厨
と
乙
訓
暦
と
は
平
行
不
整
各
は
よ
っ
て
境
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
､
其
の
境
鼻
は
稀
に
の
み
見
る

こ
と
が
出
凍
る
｡
大
枝
村
塚
原
の
北
方

一
粁
の
谷
壁
ほ
は
決
青
色
粘
土
質
砂
を
平
行
不
整
各
に
蔽
っ
て
合
磯
砂
が
あ

る
｡
葛
野
郡
桂
柑
宇
和
陵
の
閣
方
大
官
米
の
朗
(
海
抜

一
〇
五
米
)
及
び
其
の
東
方
で
は
下
の
砂
.
磯
､
粘
土
層
と
上

の
融
層
と
の
間
に
平
行
不
整
合
が
見
ら
れ
る
.
叉
葛
野
郡
川
岡
村
樫
原
の
関
税
に
露
れ
る
上
の
榛
と
下
の
粘
土
と
の

問
の
闘
係
も
平
行
不
整
合
と
考

へ
ら
れ
る
｡

薦
洪
積
層
下
部
暦
即
ち
乙
訓
層
は
斯
樺
は
大
技
村
塚
原
､
棟
相
和
陵
､
川
岡
村
樫
原
方
面
は
現
れ
る
が
､
そ
れ
は

乙
訓
暦
の
上
中
､
即
ち
樫
原
砂
破
骨
で
あ
っ
て
'
乙
訓
瀞
が
最
も
好
-
露
出
し
て
居
る
の
は
向
日
町
丘
陵
西
側
の
大

枚
材
長
野
新
田
の
南
方
か
ら
向
日
町
向
紳
融
の
酉
に
至
る
間
の
小
畑
川
に
ょ
つ
て
生
じ
た
断
崖

で
あ
る
｡
然
し
露
頭

は
越
縛
的
で
は
夜
く
.･
澱
も
良
好
な
露
頭
は
向
日
町
尊
月
か
ら
大
原
野
付
石
見
上
里
に
至
る
道
路
が
丘
陵
を
越
え
た



所
は
あ
る
克
焼
工
場
か
ら
棺
兼

へ
闇
甘
米
ば
か
-
の
問
で
あ
る
｡

克
焼

工
場
の
附
近
で
は
河
鹿
よ
卓
上
に
露
出
す
る
膏
次
色
粘
土
の
厚

さ
入
来
に
連
す
る
｡
此
の
粘
土
層
は
乙
訓
闇

の
下
草
即
ち
石
見
上
里
粘
土
層
で
あ
㌔

重
要
な
含
化
石
暦
で
あ
る
｡
又
此
の
克
焼
工
場
附
近
が
敵
も
寛
妥
在
化
石

産
地
で
あ
る
｡
此
の
粘
土
層
の
上
部
か
ら
は
介
化
石
と
植
物
化
石
ad
P
中
部
か
ら
は
植
物
化
石
を
嵐
す
る
｡

上
部
の
淡
水
介
化
石
は
左
の
通

わ
で
あ
る
○
此
の
鑑
定
に
は
鼎
附
徳
光
氏
を
頬
は
し
た
｡
苗
に
同
氏
に
対
し
て
謝

意
を
未
す
る
｡
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V
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sp
,
j
k
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1y

争

以
上
の
中
p
ィ
,b
,/R
ヒ
が
政
も
多

い
0

此
等
の
淡
水
介
は
何
れ
も
担
壁
種
で
あ
っ
て
､
莞

品

と

玉
林
池
は
棲
ん

で
屠

少
､
殊
に
パ
ケ
テ
フ
ガ
ヒ
は
轄
琶
湖
と

玉
藻
池
以
外
に
は
知
ら
れ

て居
覆

い
0

植
物
化
石
は
就

い
て
は
三
木
排
撃
士
の
研
究
が
あ
る
｡

粘
土
層
の
上
部
か
ら

).
p
a
liu
r
LtS
m
P
P
On
ic琵

M
ik
i
u
'
舟
坤

･,,4
+
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地
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地
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室
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.
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球

弟

二
十
六
番

飾
末
親

室
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二

(

2
.

T

r
a
.p
a

m
a
cr
o
p
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a

M
ik
i

で

9
7
1

1:.
で

粘

土

層

の
中
部

か
ら

3

.F
a

q竃

m
i
c
r
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A
trik
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=
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舟

坤

7
.
f

t
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M
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S
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i
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S
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S
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L
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p
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i
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f
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7.

Zalk
owa
ung
eri.g
K
o
v
at.
(
-
V
立
T)

以
上
の
中
'
1

'5
'6
は
梅
酒
生
'
2
は
淡
水
生
､
3
､
7
は
山
地
蔑
'
4
は
温
地
産
の
79
の
で
あ
る
｡

石
見
上
盤
粘
土
層
は
其
の
他
に
大
原
野
村
番
卒
附
近
､
同
相
小
磯
の
南
方
四
百
米
及
要

一
粁
の
所
及
び
同
村
高
畑

附
近
ほ
存
在
す
る
｡
参
平
に
は
二
枚
介
化
石
が
塵
す
る
･J
と
が
知
ら
れ
て
屠
る

荷
は
葛
野
郡
州
岡
村
樫
原
西
方
の
育
衣
色
粘
土
暦
(
之
は
樫
原
砂
塵
暦
は
属
す
る
も
の
で
あ
る
)
に
も
植
物
化
石
や

介
化
石
が
塵
す
る

｡

源
印
寺
柑
奥
源
印
章
の
南
方
で
は
玉
来
の
音
次
色
粘
土
の
下
は
四
激
の
磯
暦
が
あ
わ
'
そ
の
下
は

一
光
以
上
の
脊

淡
色
粘
土
が
露
出
す
る
｡
此
等
が
樫
原
砂
磯
暦
'
石
見
上
盈
粘
土
層
の
何
れ
に
属
す
る
か
は
断
定
し
称
を
い
｡
此
の

地
以
南
に
於
で
は
粘
土
は
殆
ど
露
出
し
な

い
｡唯
､
山
崎
輝
の
両
方
五
官
米
の
溜
池
附
鑑
に
見
ら
れ
る
は
過
ぎ
な
い
｡

此
の
事
は
奥
源
印
章
以
南
に
於

では
乙
訓
膚
が
殆
ど
金
-
地
下
に
潜
在
す
る
た
め
で
あ
る
｡
男
山
丘
陵
の
西
側
在
る



橋
本
に
は
薄

い
粘
土
骨
が
見
ら
れ
る
｡

亀
岡
盆
地
の
う
ち
'
地
異
間
の
範
囲
内
に
は
乙
訓
暦
､
少
-
と
79
石
見
上
里
粘
土
層
は
露
出
し
な

5,0

向
日
町
磯
暦
は
前
述
の
通
わ
八
十
米
以
上
の
厚
ruを
有
し
.
大
部
分
磯
よ
り
成
上

下
部
に
は
砂
を
混
じ
'
叉
時

.■･..～

･

に
粘
土
の
薄
層
を
爽
む
rJ
と
が
あ
る
｡
磯
は
通
常
固

い
｡
そ
の
岩
石
の
種
頻
は
殆
ど
チ
ャ
ー
ト
と
砂
岩
に
限
ら
れ
'

そ
の
中
p
チ
ャ
ー
ト
が
断
然
多

い
.
然
し
乙
訓
村
長
怯
寺
部
落
の
酉
報
の
断
面
に
於
で
は
石
英
斑
岩
や
小
我
属
岩
の

灘
や
花
陶
質
砂
が
諌
め
ら
れ
る
.iB

向
日
町
磯
暦
は
乙
訓
暦
と
黄
は
向
日
町
丘
陵
を
始
め
､
大
枝
村
沓
掛
か
ら
大
原
野
村
小
感
に
至
る
間
の
丘
陵
､
乙

訓
村
光
明
寄
附
近
の
丘
陵
､
長
岡
天
湖
宮
の
丘
陵
､
奥
極
印
寺
の
丘
陵
を
作
カ
､
そ
れ
以
南
に
於
で
は
殆
ど
畢
掬
に

溢
印
等
村
金
ケ
原
､
山
寺
方
面
の
丘
陵
､
山
崎
か
ら
大
阪
府
三
島
郡
島
本
村
樺
井
方
面

へ
か
け
て
の
山
栗
の
丘
陵
を

形
成
す
る
.
男
山
丘
陵
に
あ
る
洪
積
層
は
主
と
し
て
向
日
町
磯
暦
と
考

へ
ら
れ
る
｡
又
大
阪
府
高
槻
町
北
方
の
丘
陵

(
地
質
園
の
南
酉
隅
)
を
構
成
す
る
79
の
は
官
米
に
近
い
膚
犀
を
有
し
､大
部
分
磯
静
で
.
下
部
は
砂
と
粘
土
で
あ
る
｡

之
等
は
殆
ど
金
部
向
日
町
磯
暦
に
相
常
す
る
も
の
と
恩
は
れ
る
.
又
亀
岡
盆
地
の
格
付
王
子
'
新
E
Ip
鹿
田
方
面
の

丘
陵
地
を
作
る
洪
積
暦
は
主
と
し
て
磯
暦
か
ら
成
･O･､
砂
.
粘
土
を
爽
ん
で
居

て'
之
亦
向
日
町
磯
静
は
相
骨
す
る

も
の
で
あ
ら
う
｡

向
Tl
町
寺
月
の
西
方
の
切
通
し
に
は
向
口
町
趣
暦
が
甚
だ
よ
-
露
出
し
て
居
る
が
'
此
の
磯
暦
の
下
部
の
砂
暦
に

悔
暦
が
見
ら
れ
る
｡
大
枚
柑
長
野
新
的
西
方
の
宇
多
野
橋
の
尚
に
も
償
犀
を
な
す
砂
暦
が
あ
わ
.
此
魔
で
は
叉
p
水

底
LT!罫
に
基
因
す
る
暦
の
擾
乱
が
見
ら
れ
る
｡

東
都
西
I;
山
地
の
地
戯

三
孟

一
七



地

拭

節
二
十
六
髄

節
就
鵬

至
八

ll
八

向
日
町
桃
暦
は
以
上
の
譜
丘
陵
む
作
る
ば
か
ら
で
な
-
､
西
山
山
地
の
上
に
も
其
の
遺
跡
が
あ
る
｡
梅
印
章
村
揮

土
谷
で
は
縁
故

一
七

〇I
l
八

〇
米
､
柳
谷
軌
膏
で
は
二
三
〇
米
の
所
は
機
暦
が
あ
る
｡
天
王
山
で
は
酒
解
紳
配
の

南
方
海
抜
二
二
〇
米
の
所
に
磯
厨
が
あ
る
外
､
頂
上
の
三
角
鮎
の
北
両
方
(縁
故
二
五

〇
米
)
に
も
磯
暦
が
あ
る
｡
大

阪
府
三
島
郡
滞
水
村
川
久
保
'
刺
客
山
p
成
各
方
面
の
山
稜
上
は
蛮
-
激
暦
が
春
す
る
乙
と
は
興
味
が
洗

い
｡
川
久

保
附
近
で
は
其
の
梅
故
高
庇
賓
は
三
五

〇
米
に
蓮
す
る
.
南
桑
田
郡
棒
材
鵜

ノ
川
谷
の
西
側
の
山
稜
に
も
磯
野
が
､

断
蹟
的
で
は
あ
る
が
､
三
四
〇
米
の
高
所
ま
で
存
在
す
る
｡

乙
訓
暦
は
山
城
盆
地
は
在
っ
た
潮
水
中
に
生
じ
た
湖
成
層
で
あ
っ

てp
そ
れ
と
同
じ
も
の
は
山
城
盆
地
の
他
の
周

遊
は
魂
っ
て
居
る
｡
を
の
主
を
79
の
は
桃
山
丘
陵
や
輩
栗
山
方
面
の
丘
陵
を
造
っ
て
居
る
｡
之
等
の
山
城
盆
地
周
遊
各

地
の
洪
積
暦
の
殖
物
化
石
に
就

い
て
は
三
木
排
撃
士
の
研
究
が
あ
る
が
'
該
植
物
化
石

h
L含
む
湖
成
層
は
近
江
盆
地

の
古
琵
琶
湖
統
(
池
蓮
展
珪
'
琵
琶
湖
地
方
の
有
珪
戦
湖
暦
､
地
球
二
〇
食
.
昭
和
八
年

､
二
凹

-i
質
)
に
勤
此
ru
る

べ
き
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
恐
ら
-
樫
原
砂
塵
暦
は
龍
華
砂
磯
暦
は
､
石
見
上
里
粘
土
暦
は
商
庄
粘
土
層
の
敢
上
部

に
封
此
n
れ
よ
う
(商
庄
粘
土
層
は
膏
五
十
光
以
上
､
叩
袈
郡
の
佐
山
階
は
二
宵
五
十
米
以
上
の
厚
さ
を
有
す
る
)
｡

曹
洪
積
暦
上
部
暦
即
ち
誠
に
云
ふ
向
日
町
磯
暦
が
多
雨
期
叉
は
激
流
期
に
生
じ
た
河
成
層
で
あ
る
rJ
と
は
十
年
前

に
中
村
が
提
唱
し
た
所
で
あ
る
｡
此
の
機
暦
が
鎖
鎌
色
の
外
観

を
量
す
る
の
は
地
表
に
近
-
､
大
気
の
酸
化
を
受
け

乍
ら
沈
積
し
た
･･/
め
と
考

へ
ら
れ
る
｡
乙
訓
暦
が
低
地
に
限
っ
て
存
在
す
る
に
反
し
て
､
向
日
町
磯
暦
が
山
地
上
に

も
､
三
五

〇
米
の
高
所
は
至
る
ま
で
見
ら
れ
る
乙
と
は
前
述
の
迫

力
で
あ
っ
て
､
向
=
町
磯
暦
は
大
部
分
局
状
地
計

形
成
し
た
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
該
激
厨
が
山
稜
に
盛
っ
て
､
両
側
は
深

い
谷
が
穿
た
れ
て
屠
る
乙
と
は
堆
積
後
は
於



い
て
地
表
の
開
姉
が
太
い
は
進
止
だ
rJ
と
む
物
語
る
79
の
で
あ
る
0

新
洪
積
暦
は
磯
､
砂
､
粘
土
か
ら
成
-
'
高
さ
数
米
乃
至
十
数
米
の
段
丘
を
作
っ
て
屠
る
｡

一
般
に
奮
洪
積
瀞
の

丘
陵
に
附
属
し
て
､
其
の
総
連
ほ
布
す
る
も
の
で
あ
る
O
向
日
町
丘
陵
の
東
側
に
義
-
連
摸
し
､
向
日
町
物
基
女
､

か
い
で

寺
月
p
柿
ノ
木
､
鶏

冠

井

､
上
植
野
の
舗
部
落
を
其
の
上
に
載
せ

て居
る
｡
大
原
野
村
石
見
上
里
も
新
洪
積
層
の
段

丘
の
上
に
あ
る
｡
新
洪
積
層
は
又
'
乙
訓
甘
栗
誓

井
ノ
=
'
今

度
'
鯨
印
奇
相
奥
源
朝
寺
.
下
甑
印
寺
方
面
に
庶

-
磯
蓮
す
る
｡
大
原
野
相
次
方
附
近
ほ
於

では
懲
洪
積
層
の
上
は
新
政
鵜
野
が
水
平
に
近

い
境
鼻
面
を
以
て
乗
っ
て

屠
る
ら
し

い
｡

亀
岡
盆
地
に
於
け
る
新
洪
積
層
の
段
丘
の
磯
蓮
は
顕
著
で
あ
っ
て
'
篠
村
等
種
村
､
王
子
の
部
落
は
高
rJ十
数
米

の
段
丘
上
に
あ
る
｡

新
啓
洪
精
暦
の
間
の
現
界
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
｡
大
原
野
村
長
峰
の
南
方
宵
米
の
朋
で
は
衣

色
及
褐
色
の
剃
粒
藤
樹
が
西
北
西
誓

亭

二
度
傾

き
､
そ
れ
を
襖
暦
が
交
斜
不
整
各

に
敢
ふ
.
省
線
山
崎
輝
の
兼
北

東
二
宵
米
の
所
は
於
で
は
約
十
度
南
方
に
傾
斜
す
る
砂
'
粘
土
層
が
交
斜
不
盤
倉
は
段
丘
塵
暦
に
ょ
つ
て
被
覆
r
,帆

る
〇

四

p
地

質

構

造

断
層
運
動
珪
起
前
の
秩
父
古
座
暦
の
仙
賓
構
造
は
既
述
の
迫
か
比
較
的
簡
単
で
あ
る
0
大
阪
聖

高

郡
島
本
柑
横

井
を
通
っ
て
西
北
西
の
方
向
に
走
る

一
向
斜
軸
が
あ
っ
て
､
そ
れ
よ
-
南
に
於
で
は
走
向
西
北
西
､
傾
斜
北

へ
三
-J
j

茄
都
鞘
～;
山
地
の
地
封

二
元

.i九



地

球

飾
二
十
六
怨

鱒
五
紙

書

70

二
〇

-
七
〇
度
で
あ
っ

て'
向
斜
朝
以
北
に
於
で
は
走
向
西
北
西
乃
至
閣
徴
北
､
時
に
北
西
で
､
傾
斜
は
殆
ど
常
に
南

へ

四
〇
-
八
〇
度
(
天
王
山
の
南
牛
夜
ど
ほ
於
.で
は
北
に
傾
斜
す
る
rJ
と
が
あ
る
)
で
あ
る
｡

既
に
小
感
山
衝
動
'
嵐
山
衝
動
に
就

い
て

一
言
し
カ
が
､
小
旗
山
衝
動
は
小
頗
山
の
北
方
に
あ
わ
'
大
原
野
村
外

ノ
畑
の
北
側
の
山
列
の
北
腹
を
東
西
は
走
る
も
の
で
あ
っ
て
t

bl
暦
と

e
暦
と
を
功
し
､衝
動
面
は
露
出
し
を

5,が
p

商
は
四
〇
-
五
〇
度
傾
-
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
嵐
山
餌
動
は
葛
野
郡
枚
尾
相
関
背
等
の
前
を
流
れ
る
谷
川
と
店
惟
題

と
の
間
の
山
腹
を
北
西
方
向
に
走
る
も
の
で
あ
っ
て
､
之
亦
露
頭
は
見
ら
れ
覆

い
が
p
衝
動
面
は
甫
酉
に
傾

き
.
其

の
角
皮
は
小
感
山
衝
動
よ
-
も
歴
で
あ
っ
て
'
二
〇
-
四
〇
度
と
考

へ
ら
れ
る
｡

正
断
層
は
地
層
問
に
示
す
温
み
多
数
あ
る
が
､
其
の
中
､
露
班
と
考

へ
ら
れ
る
所
に
は
矢
印
を
附
し
た

(
尤
も
断

層
の
露
頭
が
果
し
て
地
質
図
に
示
し
ね
此
敏
的
大
き
な
断
層
そ
の
も
の
ゝ
露
頭
で
あ
る
か
､
或
は
該
断
暦
に
附
_璃
L
t

そ
れ
に
平
行
の
､
小
さ
在
断
層
の
露
頭
で
あ
る
か
は
今
の
所
p
不
明
で
あ
る
)
｡

断
層
面
の
傾
斜
は
五
〇
度
乃
至
七
〇

度
で
あ
る
｡
1

地
質
図
で
明
夜
通
わ
P
平
行
断
層
が
よ
-
敏
速
す
る
｡
方
向
に
は
(
一
)東
北
兼
､
(
二
)
北
北
兼
､
(
三
)
北
北
酉
二

部
北
西
及
西
北
西
)
の
三
種
轍
が
あ
る
｡
此
の
三
方
向
の
断
暦
の
愈
令

を
槍
す
る
は
'
(
1
)
の
断
層
は
(
二
)～
(
≡
)
の

断
暦
を
切
ら
ず
､
(
二
)～
(
≡
)
に
ょ
つ
で
喰
違
以
を
任
じ
て
居
る
｡
而
し
て
(
二
)
は
(
≡
)
に
よ
っ
で
切
ら
れ
る
が
p

(
三
)
を
切
っ
て
居
夜

い
｡
従
っ
て
此
等
の
断
層
稚
題
の
順
序
は
(
〟
)
'
(
二
)
'
(
≡
)
の
順
で
あ
る
｡
藍
に
断
層
と
洪

積
層
と
の
摘
係
を
見
る
に
､新
洪
積
層
は
断
層
に
よ
っ
て
何
等
の
影
響
も
受
け
て
居
な

い
が
､
薦
洪
積
層
の
場
合
は
､

上
ー
下
部
瀞
非
に
左
様
で
恋

い
｡
(

≡
)
の
断
層
が
薦
洪
積
静
の
下
に
慮
れ
る
乙
と
も
あ
-
､
又
向
日
町
丘
陵
の
東
側
に



放
け
る
蔵
は
(
≡
)
の
方
向
の
断
瀞
が
曹
洪
積
潜
む
切
る
pJ
と
が
あ
-
､
大
原
野
村
森
谷
む
通
る
断
層
の
場
合
の
戒
に
ー

(
≡
)
の
方
向
の
断
層
が
歌
父
菅
生
暦
と
懲
洪
積
歴
と
を

境
す
る
こ
と
が
あ
た

大
枝
村
沓
掛
､
.大
原
野
村
藤
井
寺
間

を
通
る
(
二
)
方
向
の
断
層
は
よ
っ
で
秩
父
古
鏡
暦
と
儀
洪
積
層
と
が
分
た
れ
る
こ
と
が
あ
る
.
従
っ
て
断
簡
起
動
の

時
期
は
(
一
)
は
勿
論
薦
洪
積
層
堆
積
前
で
あ
る
が
'
(
二
)と
(
≡
)
は
萄
洪
積
層
堆
積
前
に
も
後
に
も
生
じ
た
こ
と
が

別
で
あ
る
｡
多
-
の
も
の
は
薯
洪
積
層
堆
積
前
に
塵
じ
-
其
の
後
に
再
び
活
動
し
た
も
の
と
恩
は
れ
る
｡

向
日
町
丘
陵
の
東
部
を
縦
走
す
る
断
層
(向
日
町
断
層
と
名
づ
け
る
)
は
三
箇
所
に
於
て
明
瞭
に
観
察
さ
れ
る
｡
葛

野
郡
株
柑
宇
和
陵
の
両
方
で
は
断
層
面
の
走
向
北
五
皮
相
'
傾
斜
東
八
〇
度
で
､
落
差

一
･
五
米
で
あ
る
｡
同
郡
川

岡
村
樫
原
西
方
(
上
の
池
の
北
)
の
道
路
の
北
側
に
露
れ
る
二
つ
の
断
層
面
は
走
向
北
二
〇
度
酉
.
傾
斜
七
〇
皮
で
あ

る
が
､
之
は
逆
断
層
(譜

什
)で
あ
る
｡
向
日
町
奇
声
西
方
の
5
.-
通
し
に
於
耳
は
走
向
竺

五
度
閣
'
傾
斜
兼
七
〇

度
､
落
差
放
水
以
上
の
断
暦
及
び
其
の
十
敏
光
酉
に
は
走
向
北
四
〇
鹿
西
p
傾
斜
北
東
八
〇
度
の
断
暦
が
観
察
さ
れ

る
｡
之
等
は
正
断
層
で
あ
る
｡
斯
様
に
三
つ
の
露
頭
の
内
､

一
つ
は
於
で
は
逆
断
層
で
'
他
の
二
つ
で
は
正
断
層
で

あ
る
｡
従
つ
三

二
個
所
に
現
れ
る
断
層
が
英
し
て

一
連
の
断
層
で
あ
る
か
香
か
ほ
就

い
て
は
疑
問
の
飴
地
が
な

い
で

も
な

い
｡
姉

-i
の
露
頭
の
酉
方
四
百
米
の
所
で
は
北
三
〇
度
固
､
傾
斜
酉
七
〇
皮
､
落
差

一
･
五
米
の
正
断
層
が
見

ら
れ
る
｡
其
の
他
.
大
原
野
村
番
卒
に
も
薦
洪
積
層
を
切
る
断
層
が
見
ら
れ
る
｡
/ul㌔

蕃
洪
積
層
が
断
層
に
よ
っ
て
秩
父
有
壁
暦
と
頃
す
る
湯
谷
に
は
断
層
に
滑
っ
て
蘭
洪
積
層
が
六
十
度
以
上
の
急
傾

斜
計
な
す
こ
と
が
屡
々
あ
る
.
傾
斜
は
常
に
断
層
に
向
は
ず
に
を
の
反
対
側
に
向
-
｡
乙
訓
柑
光
明
寄
附
近
を
迫
る

北
北
西
断
層
(光
明
等
断
暦
と
命
名
)､
大
山
崎
村
山
寺
を
通
る
北
北
酋
断
層
(
山
寺
断
層
と
瀬
ぶ
)
の
場
各
が
そ
の
逸

文
都
閉
山
山
地
の
地
鮮

塁
1

ニ
l



地

球

節

二
十
･六
懲

節
先
鞭

ヨ三

二
二

例
で
あ
る
｡

即
ち
之
等
の
断
簡
で
は
洪
積
健
側
が
落
ち
た
の
で
あ
る
｡
山
寺
断
層
は
金
ケ
原
附
淀
に
於

て北
西
､
財

北
西

へ
枝
を
出
す
｡
何
れ
7P
薦
洪
積
層
推
精
後
に
清
動
し
カ
の
で
あ
る
｡

右
の
向
日
町
､
光
明
寺
'
山
寺
の
三
断
層
は
何
れ
も
地
形
的
に
見
て
も
興
味
が
操

い
も
の
で
あ
る
が
､
鑑
は
,地
形

的
は
塞
要
在
断
層
は
霜
に
そ
れ
h
Jれ
善
峰
断
層
､
韮

ノ
寺
断
簡
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
｡
前
者
は
南
桑
Ⅲ
郡
篠
村
王
子

に
於
で
亀
岡
盆
地
に
入
る
胡

ノ
州
の
谷
に
潜
っ
て
北
北
西
-
祷
南
東
に
産

み
'
大
原
野
村
荻
谷
を
通

わ
､
羊
峰
寺
の

東
方
を
掠
め
､
南
南
東
に
走
-
､
柳
谷
観
音
の
束
HtJ通

っ
て
大
阪
府
三
島
郡
島
本
廿
棟
井
方
南
に
連
す
る
も
の
で
あ

る
｡
此
の
断
静
の
大
原
野
付
坂
本
以
南
は
於
け
る
来
酉
桐
側
の
高
度
の
差
は
極
め
て
顕
著

(霜
で
注
意
す
べ

き
は
此

の
高
度
差
は
こ
れ
よ
-,h発
き
奮
洪
積
層
前
の
断
層
運
動
に
よ
っ
て
79
若
干
或
は
大
部
分
珪
じ
て
居
た
こ
と
で
あ
る
)

で
あ
っ
て
'
断
層
崖
は
既
は
著
し
-
開
軒
を
蒙
っ
て
居
る
が
､
断
暦
の
活
動
の
新
し

レ
rJ
と
は
明
白
で
あ
る
｡
花

ノ

寺
断
層
は
大
枝
村
各
掛
と
大
悦
野
付
勝
拝
寺
(
花
ノ
寺
)
の
間
を
走
る
も
の
で
'
之
亦
同
様
に
著
し

い
断
層
崖
h
t
形
成

し
て
屠
る
｡
善
峰
断
層
に
就

い
て
想
像
霊

超
し
う
す
る
と
､
之
は
蝶
番
断
簡
で
あ
っ
て
､
北
北
酉
に
延
び
て
盈
ら
-

亀
岡
盆
地
の
北
東
側
の
有
名
な
断
層
用
を
作
る
断
固
に
連
な
る
も
の
で
は
あ
る
ま
5,
か
｡

五
､
地

史

概

説

二

四
両
山
地
の
地
域
は
上
部
石
炭
紀
か
ら
二
換
紀
に
亙
る
古
捷
代
来
期
に
於
で
'
来
亜
大
陸
遊
練
の
浅
海
の
成

心
あ
㌔

其
塵
に
砂
粘
土
が
主
と
し
て
堆
積
し
た
｡
其
の
他
､
珪
質
の
地
膚
も
相
楽
た
0
其
の
中
に
は
時
に
不
完
各

な
放
散
珠
の
化
石
が
班
つ
y
屠
る
,J
と
が
あ
る
O
石
衣
贋
物
の
堆
積
は
極
め
で
少
な
か
っ
か
が
､
火
-;
揮
屑
物
や
渥



底
火
f
熔
岩
流
は
件
以
､
海
蛍
動
物
の
遺
骸
の
基
横
は
よ
っ
て
小
さ
-
庸
桃
状
を
な
し
て
堆
積
し
た
｡
以
上
の
地
層

は
即
ち
秩
父
古
生
暦
で
あ
っ
て
､
今
日
の
閣
山
山
地
を
構
成
す
る
79
の
で
あ
る
｡
地
質
間
に
示
す
範
囲
内
に
現
れ
る

同
僚
の
厚
さ
は
六
千
五
官
米
乃
至
六
千
八
古
米
に
達
す
る
｡

二
p
中
蕉
代
三
盛
配
に
入
っ
て
秩
父
古
生
暦
は
横
魔
力
を
受
け
で
綬
-
稽
曲
し
莞

其
の
頃
､
西
山
山
地
々
域
は

陸
と
在
･Ja
P
そ
れ
以
凍
春
び
海
底
に
没
す
る
乙
と
は
夜
か
っ
た
｡
其
の
後
､
俊
雅
紀
未
又
は
自
重
紀
の
初
頭
は
於
け

る
地
殻
鼻
動
に
際
し
て
衝
動
が
任
じ
た
｡

三
,

第

三
紀
の
断
層
運
動
に
よ
っ

て縦
横
に
断
層
が
fk
じ
た
｡
先
づ
東
北
東
断
層
が
出
来
∵

iJ肌
に
遅
れ
て
北
北

兼
断
層
も
北
北
西
断
簡
が
隼
じ
た
O
後
二
者
は
準
平
城
而
(
之
は
鮮
新
世
に
準

b
れ
空

を
切
っ
て
79
活
躍
し
､
霜
柱

山
城
盆
地
や
亀

岡

盆
地
が
出
現
し
た
｡

IEi
p
洪
積
世

に

入
っ

て盆
地
に
は
水
が
溜
つ
で
湖
(
山
城
湖
盆
に
は

IE
時
海
水
が
入
つ
き

が
生
じ
'
湖
底
に
は
粘

土
や
砂
が
堆
積
し
た
｡

五
､
次
で
洪
積
世
の
多
雨
期
に
於

で山
地
か
ら
流
下
す
る
川
に
よ
っ
て
八
十
光
以
上
79
厚

い
磯
暦
が
堆
積
し
た
｡

之
は
西
山
山
地
東
方

完
W
ば
か
-
で
夜
-
､
山
地
内
の
低

い
部
分
と
も
被
覆
し
た
も
の
で
あ
っ

Vp
現
今
海
抜
三
五

〇
米
の
所
に
さ

へ
残
存
す
る
｡

六
.
多
両
期
後
に
断
層
運
動
が
珊
び
起
-
､
北
北
閣
断
簡
､
北
北
東
断
層
は
嘗
洪
積
暦
を
切
-
'
或
は
嘗
洪
積
層

ケ
基
盤
で
あ
る
秩
父
古
生
瀞
と
を
境
す
る
に
坐
っ
た
｡
断
簡
舶
側
の
高
度
差
は
復
活
L
t
断
層
崖
は
春
生
し
た
｡
小

畑
川
の
谷
は
断
層
谷
で
あ
上

向
口
町
丘
陵
は

一
小
傾
動
地
塊
と
考

へ
ら
れ
る
｡

文
部
田
山
山
地
の
地
邸

要

望

二
三



拙

攻

節

二
十
六
容

節
五
班

萱

四

｡

ニ
凹

七
､
現
代
は
於
で
も
北
北
西
方
向
の
断
層
の
活
動
は
終
若
し
ね
も
の
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
｡
此
の
鮎
は
l
暦
拭
慈

し
で
何
等
か
の
確
管
を
地
質
撃
的
ほ
猿
で
散
-
rJ
と
が
緊
要
で
あ
る
｡

(
昭
利
十
1
年

青

桐
)

東
京
市
江
戸
川
公
園
の
員
党
石
静

(隅
東
南
部
新
重
代
化
石
群

其
の
七
)

大

炊

御

門

経

輝

本
年
三
月
東
京
市
の
失
業
救
蹄
事
業
の
一
っ
と
し
で
行
ほ
れ
た
江
戸
川
改
修
工
事
の
際
に
小
石
川
笹
江
戸
川
公
園

の
崖
下
に
月
化
不
暦
が
観
出
し
た
O
東
京
市
公
園
課
技
師
朝
川
要

一
氏
の
御
好
意
に
依
み
多
数
の
月
化
石
を
採
集
す

る
こ
と
が
出
家
た
｡
化
石
暦
は
工
事
の
完
了
と
共
に
緩
び
我
々
の
眼
か
ら
遮
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
の
で
､
簡
単
な
が

ら
報
骨
す
る
次
第
で
あ
る
｡

江
月
川
公
園
は
小
石
川
養
地
の
線
の
斜
面
は
細
長
-
造
ら
れ
､
崖
の
大
部
は
樹
木
.
石
垣
及
び
都
革
で
蔽
は
れ
宅

ゐ
る
｡
闘
口
町
宵
二
番
地
の
北
に
替
る
第

1
園
の
鮎
線
の
部
分
が
新
に
据
わ
下
げ
ら
れ
て
共
感
に
化
石
暦
が
露
出
し

た
｡
此
の
附
近
の
僚
序
は
第
二
園
は
示
し
食
通
-
で
､
新
川
底
か
ら
上
方
五
十
粒
の
間
に
は
(
1
)脊
物
色
裾
暦
が
あ

-,hそ
れ
か
ら
上
に
順
に
(
二
)骨
粉
色
砂
泥
瓦
厨
二

光
九
十
糎
)､
(
≡
)育
物
色
粗
粗
砂
暦
(七
十
糎
)
､
(
四
)禍
色
砂


